
ランダム行列とその周辺

平成１２年度科研費基盤（Ａ）「確率論の総合的研究」（代表者 舟木直久）により表記の研究集会を開催し

ます。

日程 平成１２年９月４日ー５日

場所 筑波大学会館第４会議室 （会議室直通）（つくばセンターまたは常磐線「ひたち野

うしく」、「荒川沖」、「土浦」の各駅より筑波大学中央行きバス、「大学会館前」下車）

筑波大学数学系

南 就将

プログラム

９月４日 月

南就将（筑波大・数学）：半円分布への確率１での収束 と による証

明の概要

橋本行洋（名大・多元数理）：群上の と

日合文雄（東北大・情報科学）

永尾太郎（阪大・理）： ランダム行列のブラウン運動モデルと四元数行列式

谷口伸彦（筑波大・物理）：ランダム行列理論 メゾスコピック系周辺の話題

長谷川洋（日大・原子力研）：

９月５日（火）

吉田裕亮 （お茶大 情報）： 空間上での 分布の 変形

小谷真一 （阪大 理）：無反射ポテンシアルの確率論的考察

楯辰哉 （慶応 理工）：量子エルゴード性における物理量の対角成分の漸近挙動

宮西吉久（東工大理）：

井上淳（東工大．理）：

討論


